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 Premium Textile Japan 2016 Spring/Summer 

【開催概要】 

◇ 日 時 ：2015年 5月 27日（水）～28日（木）（10:00-18:30） 

◇ 会 場 ：東京国際フォーラム ホール 2 （2,000㎡） 

◇ 来場者 ：バイヤー及び招待者限定 [入場無料] 

◇ 出展者 ：書類及びスワッチ審査を通過した厳選出展者 （団体不可） 

◇ 主 催 ：一般社団法人日本ファッション・ウィーク推進機構 （JFW） 

◇ 後援（予定） ：経済産業省  独立行政法人中小企業基盤整備機構  

独立行政法人日本貿易振興機構  一般社団法人日本アパレル・ファッション産業協会  

日本繊維輸入組合 日本繊維輸出組合 

 

PTJは、今回で 9回目を迎える。過去の好評な開催実績を背景に、今回も 

過去最高の応募申し込数を更新。また、来場者数も回を重ねる毎に増加し 

昨年 5月に行われた PTJは 5,514人となり、内バイヤーは 89.7%と高い比 

率を維持している。今回は会場レイアウトを一部変更し過去最大規模で開催 

する。他の繊維・アパレル展が出展者及び、来場者の確保に苦戦している中、 

PTJは“真剣なテキスタイル・ビジネス商談会”として定着し、業界にとって最も 

重要なイベントとなっている。 

 

□ 出展状況 ： ８０件／１０４小間 （PTJ2015SS 実績：74件 / 94小間）  

＜Aゾーン＞ 短繊維（コットン、麻、ウール、複合）       ： 32件／39.5小間 

＜B ゾーン＞ 長繊維（化合繊、シルク、機能素材、複合） ： 21件／33.5小間 

＜C ゾーン＞ 染色・後加工、プリント、刺繍・レース、皮革  ： 15件／16.5小間 

＜D ゾーン＞ 服飾資材、アクセサリー、ニット、撚糸       ： 12件／14.5小間 

＊内 海外出展：6社 （韓国、中国、台湾、タイ、インド）  ＊内 新規出展：6社 

 

□ トレンド・コーナー （ロビーギャラリー） ／ インデックス・コーナー （会場入口付近） 

毎回趣向を凝らした施工と演出で来場者の目を引くトレンド・コーナー。今回は S/S 展として初めてロビーギャ

ラリーに設置する。施工コンセプトは、春夏のシーズンを踏まえ、全体を 

ホワイトトーンで仕上げ、モダンでクールな空間を演出。“行灯”をモチー 

フに和テイストの紋様を光る壁でダイナミックに構築。新しいジャパン・テ 

キスタイルの価値観を意識した表現をしています。会場入口付近に設 

置したインデックス・コーナーは各社一押しの素材をカテゴリー別に展示。 

合わせて約 700点の素材で、バイヤーを各出展小間へ誘引します。 
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≪トレンド・コーナー≫ 計 466点 

『男前、女前の流儀』 120点、 『異国賛歌』 110 点 

『忘却の旅』 123点、 『アーバン・ポップ・クルーズ』 113 点 

≪インデックス・コーナー≫ 計 229点 

 

□ ビジネスマッチング・プログラム 

バイヤーを組織し会期中に参加企業とのマッチングを行う、ビジネスマッチング・プログラム。PTJの要をなす

プログラムとして、第 1回から継続実施を行っている。今回は以下の 6社 9ブランドを JFW招待バイヤー

とし、マッチング参加希望出展者 31 社との事前マッチングを経て、会期中に 26 社と 46 件のビジネス・マ

ッチング（プレ含む）を行う予定。 

 

≪招待バイヤー≫  

【アパレル企業】 ・（株）三陽商会／EPOCA、SANYO＜コート＞ 

・（株）バロックジャパンリミテッド／ENFOLD 

・（株）ルック／KORET、REMALON-mieux、SCAPA 

【デザイナーメゾン】 

・JOHN LAWRENCE SULLIVAN／柳川 荒士 （㈲マース） 

・YASUTOSHI EZUMI／江角 泰俊 （㈱Ri Design） 

・YUMA KOSHINO／小篠 ゆま （㈱ユマコシノアソシエイツ） 

 

□ 運営上の改善点 

今迄も会場周辺ホテルの案内や、出展者クローク／ストックの設置、PASS の事前送付など出展者・来

場者の利便性を高める為の施作を行って来た PTJ。今回も過去最高の出展申込数みを更新している

状況から、商談ブースの増設と、多少でも混雑緩和を図る事を目的に以下の施作を実施する。 
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① 閉場時間の 30分延長 (試験的導入) 

② 通常 TREND&INDEX コーナーを設けているスペースに商談ブースを増設 

③ 通常 JFW-JC と併催する秋展の時のみ使用するロビーギャラリーに TREND コーナーと受付を移設 

④ 会場前のホワイエ壁面を利用し INDEX コーナーを設置 

⑤ 会場左側出展者の配慮と、混雑緩和からサブゲートを新設 

◎ 前回試験的導入の PASS の事前送付を実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪新規出展者の紹介≫ 

川越政㈱  

天然繊維を中心に他社にはない拘りの生地を在庫しています。自社在庫商品のみならず、各産地のリ

スク商品の販売や、自社背景を活かした別注オリジナル素材の生産も請け負っております。小ロット生産

も可能なため是非ご相談ください。当社はテキスタイル事業、製品事業の 2つの事業で構成されているの

で、企画、提案から素材開発、製品生産までをトータルで請け負うことが可能です。 

 

川田ニッティンググループ／tocosie  

創業 100 年を超えた川田ニッティンググループ。そこから生まれるトリコット、「tococie（トコシエ）」はその意
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の通り、“永遠に続いていくこと”を追求するブランドです。トリコットは織物と丸編の優位性を兼ね備えたニ

ットです。高密度、立体的、天然繊維使いなど、今までに無かった新しいトリコットをご覧いただけます。  

 

モナ・ニット㈱  

当社は丸編みニット生地とアパレル製品を主体として、企画から製品化まで自社一貫生産が出来る繊

維メーカーです。Made in Japanを貫き、当社の大きな特徴である、『品質の高さ』 と 『新商品の企画

提案力』 を武器に顧客満足の向上に努めています。今シーズンは、綿中白染めによるカラーインディゴ・

シリーズを展開。他には編みのテクニックでデニムライクに見せた生地、甘撚り綿を使ったシリーズ、サマー・

ツイードニットそしてアートジャガードなど、オリジナル性に富んだ価値ある生地を沢山展示しています。 

 

東海染工㈱  

当社は短繊維系の染工所としては国内最大手ですが、オリジナルの生地販売も行っております。国内工

場では日本ならではの加工技術を活かして、「キレイ目で上質な生地」を開発しています。例年、オリジナ

ル及び協業企業（高橋織物、辰巳織布）の素材を展示する「イデア・トーカイ」を大阪、東京で単独開催

を行って来たが、東京では PTJ への出展に切り替えました。加工技術の田所起毛、野口染工、藤井整

絨を模した「プレミアムテキスタイル・トリプルプラス」をテーマに、加工／テキスタイル／製品を厳選し展示

構成します。 

 

Hangzhou Meho Textile Co.,Ltd／CHAINA  

2002年に設立されたシルク専門会社で、各種加工を得意とし、特に生地の色合い、風合い、雰囲気を

重視しています。効率的な生産システムで管理し、最速の納期（サンプル3〜30日、本生産10〜45日）

でお客様、市場の要求に応えています。現物在庫各種あり、また試織、サンプル依頼も対応可能です。

大ロットは勿論、差別化された別注の小ロット対応も可能です。日本語対応可、日本代理店有り。 

 

UNICON CORP／KOREA  

シルクを主にしたテキスタイル販売の会社です。シルクの特徴を生かし、原料や染色加工段階でプラスワ

ンの付加価値を加えて素材開発をしています。洗えるシルクを中心にオリジナル・テキスタイルを開発提案

しています。日本代理店有り。 
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